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．はじめに 
 文 学 は、2040 年に必要とされる人 と高 の 指す き として、学修 本 の
の を 指す で、 を学び、 に けることができたのか を らかにし、学生 々人の
学修 を 化して学修の を学修 が 感できるための 体 と の在り を
するよう提 している。本稿では、本学薬学 における 論文 の を 化するた
めの の 要と について報 する。 
 
．大学 生 ラ （AP）について 
 大学 生 ラ は、 として める き大学 を一 するため、
生 で された たな に した 的な を する大学の を 的とし
た である。 28 年 時における の の 化（テー V）に された本学は、




 薬学 では、文 学 の げる「薬 としての 本的な 10 の資 」を指 して、デ ・
ーや ン テンスを し ラ デ インがなされている に、「 学的 求
力」、「 的 考や ・解 力」、「情報活用力、および指導力」の を げている。
論文 は、学 の でこの点を する 大の となる。また くの学生が、 論文
に わって たな を すことに、意義と びを感じている。 論文 は、学生の
解 力 に 大な を し得るばかりでなく、学生が学園生活を るう で、 らに期待と
を 、さらには を った薬 として、また、人 として学生が っていくための、重
要な を提供する と けられよう。 
 しかしながら、薬学 では、これまで学生たちが を いで させてきた 論文 に
し、その に く だ を う ステ が かった。このような と 論文 の
重要 を 、本 では、本学薬学 のデ ・ ン 6のデ インとその の
ための ステ の開 に り こととした。 
 
． ー ン ルー の と活  
 上記 的を するため、 学 IR の AP が となり、本 を 的に
に いた S P ーニン の過 で、 S P からのフ ー ックから得られる によっては、さ
らに の が必要になる。 ば、日 生活の で が である、 S P
が を に重ね わせた時その に S P が 感できない といった感 が得られ
る がある。S P になる 前に の経 がない は、 体 との が となり、
を上 く られない、 された要 を ール イ時に上 く として き せないな
ール イ の となりうる。それらを、S P ルー で し、 の大
ない で、S P 用 の フや 文 を し すな の意 を 上げて「 き」に
的に き し、 S P ルー 体で 意しながら S P 用 を する を
る。その S P にとってより に ール イでき を に しつつ 感しな
がら 学生と ー ンできるようになる。 
 
７． の （ ） (S P) 用から得られるフ ー ック 
に学生と ール イを すると 「 にある 理」がより まる になる。そ
の過 で の から得られた学生の な 、 ー ン後に された と S P か
らの ス から得られる に するフ ー ックが
に びつく がある。図 7 に される
を って イン にすれば の
があれば に する それを の の S P 前
せに する または ッ ン の に情報 し
て ール イを する 年 のための に
てる といった に く になる。 
 
８． に 用する 開 の展  
本学では、年 で およそ 10 前後の から S P が されているが 学 と する
と の ー ンが少ない。この S P 一人あたりが する き 数は 大
で 4 5 である。この 薬学 では の に が生まれ、S P と が を
できる 態を つことができている。そして本学の S P では、S P 用 の を S P
で し、より な を る ができていると考 られる。より 展させるために、
S P の 的な 用、 （ S P ・ が なる や、 S P を す
る ）の ン ン ス 、 S P と の ン ン ス 、といったことが重要になる。さ
らに S P 用 の は として学生の学 の に 展的に がる。 
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する AP の下 として、 ー ン ルー の を った。なお、本 ー ン
ルー は、AP 、薬学 、WebClass 理 及び で されて
いる。 
 ー ン ルー では、薬学 の に した LMS(Learning Management System)を 用して
開 を うこと、およびその と の を 的とし、これまでに 5 の を開 して、
必要に じて ール（ 約 450 ） を 用し、 の を図った。 
 
．WebClass の活用 
5-1. WebClass による学  
「日本の大学のニー に る」を ッ ーとして日本デー フ ック 式 [1]
により開 された WebClass には、 のための として、 、小テス 、 、
イ ライン、ク ッ ー、 ー な 彩な が用意されており、 ース 理
ー が必要な を わせて に ース ができる。 の他に、e- ー フォ
ンテ 、学 記録 ー 、修学 ルテの 4 つの が されている。 
 情報 ン ーにて 理・ する WebClass は、2004 年の導 から 15 年 、薬学 にお
ける 活 を ている。2018 年 は 150 名の および により、約 180 ース/年
が し、約 17,000 /年の ー が提 されている。  
LMS を用いることで、 は、 化された を一 のフォー ッ に し、 ー
ンを して提供するとともに、 や提 を 理し、学生にフ ー ックを うことがで
きる。CMS との大きな いは、 修生と の 理および学 の 理、すなわち、 修 理
のための が している点にある。本学では、これをさらに 化するために、2013 年 より
修生名 を提供する薬学 ステ ー と させて 用している。 年、学修 の
化ツールとしての在り を しており、2014 年 は薬学 ン ーが となって
われた WebClass の ー フォ ンテ を用いた 論文 の 活 の を なった。
さらに、2017 年 には AP において導 した Mahara ー と し、学生が 体的に ー フ
ォ を する を公開した[2]。 
 
5-2. の い 
今 の の 的は、学生らが なってきた学修に く で し する ステ り
にある。 くの ステ が学 で している で、薬学 ステ （ ン スライフ
ステ ）および WebClass は学生・ ともに日 的に 用されている[3]。 存 ステ を 大
に 用することで、 ー フ ン ーでかつ な ステ を できる。WebClass を学
ー ル イ として 用することで、 の学 の上に まとめとしての 論文 があ
ること、および WebClass が なる ー や ー 提 ー ではなく、 解 力の
に けた の記録をまとめたものであると けることができる点も重 した。 





活 [指導 Phase]でこれまで りに用いることとし、 年 での く だ [ Phase]
とその [公開 Phase]は修学 ルテ を い、 ー イン ーフ イスを に けることで、
これまでのやり を しつつ、学 体の としていけるように した（図 1）。  
 
図 1 WebClass による 論文 活 の  
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ツールとして WebClass の ラ インとして提供されている。今 の で に した 論文
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の ー の 2 を用意した。 ク を 録する ー は、 論文 活 の ー フォ
となるよう、論文、その要 、 スライ を 録することができるようにした。 論文
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活 に する ー は、ルー ック と ン 力ができるようにした。 的 あ
るいは 数の指導 による を とするため 数の ー を用意した。 ーには、 ー
で われた の ー ー ー が されるとともに、学年 が されるように し
た。 にある クス ー は、デフォル では WebClass 上での を PDF 化するも
ので、 的 はこの を用いて学生 のフ ー ックを うことができる。 査 後
は大学で用意したフォー ッ に修学 ルテ上にまとめられたデー を し 、 査要 、
日および学長名の った 式なデ ・ ン 式（図 4）を した PDF を する
ように日本デー フ ック に開 を した。 
 
図 2 修学 ルテ ン ル図 
 
．  
6-1. 論文の提 の  
 WebClass での 論ルー ック 、 びにデ ・ ン ステ の開 に
わせ、 論文 提 を、これまでの CD-ROM 式から WebClass で提 とする ステ
の を うことができた。 論文 の のため、これまで と学生 でのフ イルの
やり りを ールや USB を して っていたものが、WebClass のフ イルの ッ
ー （ 大 100 MB）を用いることでより に できるようになった。また、クラ 上に
論 稿や で 用したスライ フ イルを せることで、 での情報 や、提










化が となった(図 3)。 
 
図 3 WebClass での 論文提 の れ 
 
6-2. 論文 のルー ック とそれに くデ ・ ン の公開 
 上記 を じ、本 の 年 である 和 年 には、 論文 のルー ック と
それに くデ ・ ン の にまで けることができた。 
下に大まかなスケ ールを記す。 
  2019 年 4 月 24 日 薬学 にて AP より 要説  
  2019 年 5 月 8 日 学生説 開 （6 年生 イ ンス） 
  2019 年 6 月 19 日 説 開  
  2019 年 8 月 30 日 論 ク 提 期  
  2019 年 9 月 13 日 ルー ック 提 期  
  2019 年 11 月 8 日 論文 および 査要 提 期  
  2019 年 11 月 8 日 学生による フ ール 力期  
  2019 年 12 月 10 日 デ ・ ン の 開  
 
1 WebClass を用いたルー ック の 学生数と  
論 ース 数 
( 学 く ) 数 
 
( 学 く ) 
ース 228 名 223 名 97.81 % 
調査 ース 136 名 133 名 97.79 % 
 364 名 356 名 97.80 % 
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 和 年後期では、薬学 の 、 、 ン ー のご 力により、97 を る学生
の 論文 に してルー ック が された。2020 年 1 月 13 日 在、公開から 1 月
が経過した。学生らは の っ にあるが、この に 31 名（8.5 ）がデ ・
ン を ン ー している。学生は、このような を けることにより、 論文
の理解と意 を め、より した 論文 を 就することができ、もって薬学 としての
求 、 や生 学 の意 、あるいは 解 力がさらに されていくものと期待さ
れる。 
  
図 4 デ ・ ン  ン ル図 
 
 デ ・ ン （図 4）は からの を ー ー ー の で 化し、WebClass
を じて学生に開 している。 に用いたルー ック は、 ースと調査 ース
のそれ れの学生に できるように開 されている。 は、学生に 論文 の
を 的に する指 として されており、 在、 論文 の 的 に 用さ
れている。デ ・ ン には、ルー ック を して を学生に
するとともに、 からの ン や学生が 論文 を じて し得た重要な 、 ば
学 や学 雑誌 の論文 についても記 が となっている。 
 また、学生ごとに のデ ・ ン を ン することも で、

















７．考 ・  
 今 開 した 論文 ステ とデ ・ ン により、薬学 の であ
った 論文 の 化に けた が高い で われた。本稿の 稿時点においては、
その 用 や について、今後の 的 が待たれるが、導 による ッ や展開につい
て、本稿では 下の点から期待する。 
 
7-1. 学生にとっての ッ  
 これまで薬学 では、 論文 の で学生が ける は、「 論文」と「 」という
ッ に しての に重きが かれていた。 的な 的 は「 」または「 」で
の である。学生 も、 で の を るような を上げたいという を って り
ものもいれば、 の論文 、 ができればよいという いの学生もいるかもしれない。
その で、提 されたルー ック には、 に する が記 されているため、
いわば 論生としての ール デルの が されている。 開 後早期に を じて を
周知することで、 論生が 点をイ ー しやすくなり、 としてより高い クテ テ ー
の 論 につながることを期待する。 
論 における学生 のフ ー ックに しては、これまでも 論文や スライ
過 における 指導、 に する り りな が われていた。今 開 したデ ・
ン には、指導 による 査要 を ませており、これまで学 学生が にすることが
なかった情報を めて学生に伝 する とした。ルー ック の ー ー ー の情報と
わせて、 論活 の による を 的に学生が知ることができる。 
 デ ・ ン は、在学 の や を するための 時資料であり、学生
が に た後、大学時 を り る の貴重な資料となりうるものと期待できる。 29 年 に
された本 AP での 生調査では、 論文 の 用が かび上がってきた。本学の
生には、 論文 は 在の らの に に ったという いがある。学 記にデ
・ ン が わることで、より に学生時 の 論文 について り ること
ができるであろう。そしてその経 を に しておくことは、 らが今後「 学的 求 力」、「
的 考や ・解 力」、あるいは「生 学 の意 」をさらに する上でも 用と考
られる。とりわけ、 が高かった学生は、デ ・ ン の意義をより く 感し
てもら るのではないだろうか。 
このように、本学薬学 のデ ・ ン は、 論 に した で提供されるよ
う したが、他大学におけるデ ・ ン の活用 として、就 活 な がある。
本 では、 による 査要 や 論 の する 11 月 にデ ・ ン が
される れとしため、5 年 3 月より われる就 活 に活用するためにはさらなる が必要
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 また、学生ごとに のデ ・ ン を ン することも で、
や に する資料としての活用も期待できる。 
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7-2. 今後の展開の  
本 論 化 ステ は、本学薬学 が日 い れている の ステ を 大 活
用しながら開 した であるが、今後 が られることで、さま まな で 展を せる
がある。 
今 の は、ルー ック を WebClass を用いて薬学 体で した めての であり、
ルー ックと WebClass が す ての薬学 に活用された。今後、これを に他の や
な の展開も期待できるであろう。 
 また、薬学 高学年時の重要な として 論文 の ならず、 や に
した な がある。他にも 6 年 の学 で した 々な情報（ な ）を ませ
ることもできることからも、本デ ・ ン は今後も 展しうるだろう。 
 今 開 した 論文 ステ において、デ ・ ン の PDF 力に す
る の に開 を した。 フ ールの 力や ク の提 、ルー ック
は、WebClass の 本 であるため、他の や な の展開の には、 ルテ XML
の で である。 本的には による ラ 開 は 要あるいは でよく、
WebClass を 理・ している情報 ン ーと、 あるいは の の協 により、
に、かつ、 に 用することができると考 られる。 
 に して、 では、学生 を 力するのは 査である指導 としているが、 査に
よるルー ック 力の をもたせれば、より のある 論 ステ の も
である。また、学生による を めることで 的 が に となろう。 
時点でルー ックによる 論 は 的な けとしている。このような経時的、
的な情報を う 、 ースな ではなく、このような ステ を活用することが めて 的
である。その を 大 に き し、より な の指 として活用するために、ルー
ック の指 や 数 について、継 的に する必要がある。また、今後 的 とし
て導 する にも、本 ステ は に活用できるものと われる。 
 
８．おわりに 
 本 により、ルー ック だけではなく、 論文 に わる 々な を LMS 上で
理することが になった。またデ ・ ン を して、指導 と学生の が、
より 的に 論文 を することが になったものと考 る。筆 らの知る り、
このような を他の薬 大学に じて公開することができたものと考 る。今後も薬学 の
情に した活 として 展させていきたい。 
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